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申請者（ふりがな） 中田 直子（なかた なおこ） 

所属・資格（※学生は課程・

学年を記載。卒業生・修了生は

卒業・修了年月も記載） 

人間科学研究科 博士後期課程１年 

発表年月 

または事業開催年月 
2024 年 12 月 

発表学会・大会 

または事業名・開催場所 
 日本教育工学会第 4回研究会 

発表者（※学会発表の場合

のみ記載、共同発表者の氏

名も記載すること） 

 中田 直子 

発表題目（※学会発表の場

合のみ記載） 

 社会人大学院生修了者は人社系修士課程在学中のどのような学習活動

経験を語るか 

発表の概要と成果（抄録を公開している URL がある場合、「概要・成果」を記載した上で、URL を末尾

に記してください。また、抄録 PDF は別途ご提出ください。なお、抄録 PDF は Web 上には公開されま

せん。） 

【発表の概要】 

 人文社会科学系修士課程の社会人大学院生修了者８名に半構造化インタビューを実施し，在学中の

経験の特徴を探索的に検討した．在学中の経験として社会人は，学位プログラムのほか教育活動や課

外活動への参加など大学内外の学習機会の活用を語った．社会人大学院生の活動は固定されておら

ず，専門領域の履修に専念して標準期間で修了する「短期集中型」と専門領域の履修に加えて多様な

学習活動に取り組み修了に至る「長期充実型」の２つのパタンが推察された． 

 
【抄録ＵＲＬ】 

https://doi.org/10.15077/jsetstudy.2024.4_235 
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